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1　日 狗

鹿児島県民の県民性を,その権威観,価値観,社会観,教育観,人間観,異性観等の観点から把

握しようとするものである｡われわれは昭和41年10月に調査票を用意して,いわゆる本土から市
l

街地,農村,麓(旧郷士集落)の三地区を選定して,それらの地区の住民に対して面接調査を行な

い,その結果の一部を前巻に発表した｡
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本報告は同じ目的のもとに,同じ調査票を用いて奄美大島の住民について得られた資料の一部を

整理分析したものである｡

面接調査によって得られた資料は次の三視点から整理分析する｡

(1)地区,性別,出身別,職業,学歴,年代別｡

(2)大島と本土の比戟検討｡

(3)全国あるいは他の都府県民についての諸調査結果との比戟検討｡

2　万 汰

2. 1対　　　象

名瀬市矢脇町,笠利町節田地区｡二地区の選挙有権者名簿から等間隔抽出法によって,表1に示

すとおり,被面接者を選定した｡二地区はともに奄美大島本島に所在している｡矢脇町は名瀬市の

うちでは比較的住民の移動が少ないところであるといわれている｡笠利町は,大島本島の他町村と

比較して,山岳が高峻でなく,農耕地が最も広いところである｡

表1　被　　面　　接　　者　　数

也

名 瀬

区 男 女

市

隻 刺 町

計

2. 2　調　査　票

調査票の項目は(チ)統計数理研究所作成の国民性調査票から選択した20項目, (イ)牛島義友

教授等作成の権威主義尺度から選択した7項目, (ウ)われわれが作成した7項目,合計34項目で

ある｡

2･ 3　出身別について

整理分析の一視点である出身別による分類の基準としては, (ア)被面接者本人は勿論その父母

またはそのいずれか一方が他の都道府県出身のものと, (イ) 10年以上本県以外のところに居住し

たことのあるものとをnon-native (NN)として一括した｡ NNは男女それぞれ11名計22名い

た｡ (ク)以上のもの以外のものはすべてnative (Na)として一括した｡ Naの中に本土出身の

ものが男2名,女1名計3名いた｡下表ではこれら3名は〔 〕でくくり,比率の算出にあたってほ

除外した｡ (ただし全国あるいは他の都府県との比較に際しては算入した｡)

2. 4　調査期日及び面接者

(1)調査期日　昭和42年夏期休暇中｡

(2)面接者　名瀬市立名瀬小学校の教諭及び笠利町立節田小学校の教諭それぞれ6名計12名｡
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3　結　　　　　果

被面接者の回答を,項目ごとに前記の三視点から整理したものが後に貼付してある表2.1から表

8･4である｡ただし本報告には職業別,学歴別,年令別による整理分析はふくめてない｡

3. 1鹿児島県民の特徴

われわれの調査票には,前述したとおり,他の都府県において実施された項目が27項目ふくまれ

ている｡これらの項目に対する回答を,全国(他の都府県をふくむ),鹿児島県本土(以下本土と略

称する),奄美大島の三者の間の異同にもとづいて分類すると,各選択肢ごとに下記の8種の回答類

型が可能である｡

(1)大-本,

(2)大-本,

(3)大-本,

(4)大≒本,

(5)大　-杏,

(6)大き守本,

(7)大主〒本,

(8)大=≒本,

大-全,

大-全,

大≒全,

大-全,

大≒全,

大≒全,

大-全,

大≒全,

本-全｡

本≒全｡

本-全｡

香-全｡

本≒全｡

本-全｡

本=≒全｡

本≒全｡

注1大は大島,本は鹿児島県本土,全は全国を示す｡

注　2　-は両者の回答率の間に5%の有意水準で差がないことを,キは有意差があることを示す｡

注　3　下記の諸表における大島及び本土の度数及び比率はすべてNaについてのものである｡
LI

注　4　下記の諸表において全国の標本数200の場合は牛島教授達が1956年に他の府県主として福岡県,東

京都の17-18才の高放生に対して行なった調査結果である｡参考までに記載した｡その他の全国の資

料は統計数理研究所が1956年に実施した国民性に関する調査結果である｡

前記の8種の回答類型のうち,類型5即ち本土と大島の間にはその比率に有意差がなく,これら

両者と全国の間にはいずれも有意な差がある項目選択肢の内容は鹿児島県民の特有的な人格特徴を

示すものであるということができよう｡表9に示すものがそれである0

表　9　　鹿児島県民の特有的人格特徴

項目番号 選 択 肢 の 内 容 ｢■天訂
(% )

畳 】諜 博 ン90)レ蒜

自分の考えをおしとおすべきであるとするものは少く, …… 24.6 34 …喜 2254
● 場 合 に よ る と す る も の が 多 い 0

2 ●2

親 の い う こ と を す な お に 聞 くべ き で あ る と い う も の が 多 く,
5 4 .3 ー 4 8 3 4

反 対 す る も の は 極 め て 少 い 0 1 .9 4 1 2 0 0 *

ま た , い ち が い に は い え な い と い う も の も 多 い 0 38 .3 4 7 2 6

2 ●3 上 役 の 誤 解 は そ の 場 で 解 く と い う も の が 多 い 0
50 . 3 日 34 2 2 5 4



脇　勝嘉･篠原　　優　　　　　〔研究紀要　第20巻〕　95

3.2　　　秀吉は若者の手本であるという意見の肯定者は相対的に少い｡　70.4　65　　80　　　2254

自分のこのみに合った生活様式の肯定者が多い｡　　　　　　　33.5 38　　21　　　2254

権力,経済力のある人-の高評価に反対するものは少く, 33. 5　　39　　55

いちがいにはいえないというものは多い　　　　　　　　　　　　38.5　36　　22

3･6　座統的なしきたりや風俗を残すことに賛成するものがより多い｡ 1　91 79

4.2　　　選挙には進んで投票するというものが多い　　　　　　　　　　　71.6 73　　62　　　　2369

注1 *印の項目は,前述のとおり,牛島教授達の尺度から選択したものであり,調査対象は17-18才の

高枚生である｡参考までに記載した｡

注　2　**印の項目については表11を参照されたい｡

注　3　***印をつけた項目(6. 1)はその表現及び選択肢において相互に異っているが,統計数理研究所の

調査票にも,また牛島教授達の権威主義尺度にもふくまれている｡参考までに統計数理研究所の国民

性調査におけるこの項目に対する集計表を示すと次のとおりである｡
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善でもあり,同
時に悪でもある人の性は!サ!悪

善でも悪
でもない

35
31  ‡　25

i DK恒他巨ンプル数

i 71　　2254

項目3･6の選択肢(イ)を肯定したものが保存すべきものとしてあげたものの順位を地区別,性

別に示したものが表10である｡

表10の各内容の順位を大島,本土,岐阜の三地区間で比較すると, (ア)芸術の順位が低いこと

(イ)女性群において和服及び作法の順位が高いことの二点が大島と本土に共通している｡なお道徳

が三者に共通して高く順位づけられていることが注目される｡

表10　　保存すべきものの順位

地 区 大 島
隷 男昔 1 計巨N

本 土

男回 計

- 咲

Jp.
生活様式 ⊆ 8

7.5 6 3 3 7

和 可 2.5 日 3.5
8 9

5 卜 5

住 可 6.5 ▼5 6.5

芸 術 4.5 5.5 3 5 4 ー 1

作 法 6.5 3.5 日 2 I 1 日 J 5

道 徳 い 3 2 ー 2 1 ー 4 2 2

家族制度 2.5 3.5 ー 5●5
7 6.5

習 慣 4.5 3.5
4 ー 8 8 3

3. 2　奄美大島の住民の特徴

3.2-1大島と本土の比較

大島と鹿児島の本土との間に統計的に有意な差が存する(項目の)選択肢の内容は大島の住民の

もつ諸特徴のうちその特有的な人格特徴を示すものであると考えることができよう｡そのような選

択肢は前述の8類型のうち類型4, 6, 7, 8に属するものであり,及びわれわれが作成したア項目の

選択肢のうち統計的に有意な差がみとめられたものがそれである｡それは表11に示すとおりである｡

サンプル数は大島(Na) 162人,本土(Na) 226人｡

以上の奄美大島の住民の特有的特徴を示すと考えられる選択肢の内容のうち,類型6ほ本土と全

国との間には有意差はみとめられないが,これら両者と大島との間にはいずれも有意差がみとめら

れる選択肢である｡この類型に該当する項目選択肢は3, 4-　4.1-　5.4ロ, 6.2-, 6.5ハで

ある｡これらのうち5.4ロ-の回答では大島の住民は金銭の貴重さを教えることに反対するものは

相対的に少ない　6.5- -の回答では飲酒の上の非常識な行動を寛容するかどうかは場合によると

いうものが多い｡その他の3項目に対してはDK回答者がより多かった｡
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表11　奄美大島の住民の特有的特徴

類型i項目番号 選　　択　　肢　　の　　内　　容

3.1　健康を最も大切であるというものが多い｡

3.3　　清く正しい生活様式を選好するものが多い｡

全国の
標本数

66.5　　42　　12
2369

33. 5　　24　　29　　2254

3.4　　権力,経済力をもつ人の評価についてはDK回答が多い｡　　18.6 200*

3.7*　伝統志向型生活様式をとるものが相対的に多い｡　　　　　　　21.9　11

4.1　労働組合に関する意見についてはDK回答が多い　　　　　　　25.5　15 11　　2254

注1　*印の項目は牛島教授達の尺度から選択したものである｡

注　2　**印の項目即ち類型番号のついてない項目はわれわれが作成したものである｡

類型8は大島,本土,全国の三者間のどの対間にも統計的に有意な差がみとめられる項目選択肢

であるが,これに該当する項目は3.1である｡すなわち"あなたにとって一番大切なものを一つあ

げよりという質問に対して,健康をあげたものが全国では12#,本土では42^,大島では66.5^

であった｡これら三者の比率からいって,健康の重視ということは鹿児島県民に特有的な考え方で

あるとみることができるが,大島では本土以上に健康を重視するものが多いことが注目される｡

表10によってわかるように,風俗やしきたりの保存に関する大島と本土との順位差の顕著なも

のは生活様式(8, 3),家族制度(3.5, 7),習慣(5, 8),和服(1, 5)である〔カッコ内の数字は前

者は大島の,後者は本土の順位を示す〕｡大島では保存すべきものとして和服が第一位にあることは大島

紬がその主要産業の一つであり,回答者のうちに2地区の男女ともに紬職工が多いことから理解で

きる｡項目3.6についての記述は以下の各節では省略した｡前掲の表10を参照されたい｡

表9,表10,表11を対照していいうることは(1)本土と大島の間には統計的に有意な差がある

特徴よりも有意差がみとめられない特徴の方がはるかに多いこと, (2)有意差がある特徴の数は,

大島と全国との間よりも,大島と本土との間の方がより少ないという点である｡
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QOO
xJ,LJLJ大島と本土の男性群間の比較

大島と本土の男性群間において回答率に5%またはそれ以下の有意水準で差異があった(項目の)

選択肢は表12のとおりである｡サンプル数大島69人,本土97人｡

表12男性群において有意差のある項目

I; 日豪可 選 択 肢 の 内 容 I 雫■妄苧 ■ 本 土
(% )

2●4 政治 家への万事一任 の意見 につい ては人 や場合 によ るとす るものが多 い0 46.4 30

3●1 最 も大切 な もの として健康 をあげ るものが多 い 68 .6 41

3.7 他人志向型生 活様式を とるものはよ り少い0 10.3 24

5○3 l 雷管覧禦F る厳格 な鍛練 の必要 につ いて "い ちが い にはいえない" とい う者は 8 .8* 24

6●1 巨 性悪説 の肯定 者 は､相対 的に少 い 10.1
23

自然 に対す る態度 と して その活 用を主張す る者 はよ り少 く,

6 3

32 .4 55

● 対立克服 すべ きものとみる者 が多い0 42 .6 26

飲酒 の上 の非常識行動 を許容 しない とす る者 はよ り少 く,
I

30.9 51

● 場合 によ るとす る者 が多 い0 67.6 38

7.2 苦 しみは女性 の方 に多 い とい う男性 は大 島の方 が本土 よ り多い 37.7 26

7.5 校長 と しての女性 の適性 ●能 力をみ とめる者 はよ り少い0 44.1 55

8 1

家 の後継 者 と して長子 をあげ る者 は少 く, 巨 4●5 24

● l どの子 で もよい とい う者 が相対的 に多い0

I
78.3 63

8.4 結婚 の条 件 と して家柄 をあげ る者が相対 的に多 い0 23 .4 10.3

注　*印をつけた項目は,回答率が極めて低いものについて検定を行い,その結果にもとづいて差の有無を断

定することは危険であるが,ここでは参考までに記載した｡以下同様｡

3.2-3　大島と本土の女性群間の比戟

大島と本土の女性群の間において5 %またはそれ以下の有意水準で回答率に差異がある項目選択

肢は表13のとおりである｡サンプル数大島93人,本土129人｡

表13　　女性群間に有意差のある項目

項 目番 号 選 択 肢 の 内 容
大 島

(% ) -(% )

2 ●1 し きた りへ の同 調 行 動 と独 立 行 動 の可 否 につ い て D K 回 答 者 が よ り多 い 0 16 .1

健 康 を 重 視 す る もの が 多 い ○
6 4 .9 ー 4 2

●
子 供 を あ げ た もの は相 対 的 に少 い ○ 8 .5 19

3 ●2 秀吉 は 若 者 の手 本 で あ る とい う意 見 に対 して D K 回 答 者 が よ り少 い ○ l l .8 2 3

権 力 , 経 済 力 の所 有 者 へ の 高 評 価 に賛 成 す る もの は相 対 的 に少 く,
8 ●7 日 9

●
D K 回 答 者 が 多 い 0

2 6 .1 ー 9

3 ●7 伝 統 亭 向 型 生 活 様 式 を と る もの が 多 い 0 2 7 .2 1 6
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表12と表13を比較して気づくことは先ず有意差のある項目数は男性群において11,女性群にお

いて12ある｡そのうち両群に共通な項目は(3.1), (3.7), (8.4)の3項目である｡項目3.1に対

する回答では男女とも健康を最も重視するものが本土よりも多い｡項目3.7に対する回答では他人

志向型生活様式をとるものは大島の男性群の方が本土よりも少なく,他方女性群では伝統志向型生

活様式をとるものがより多い｡項目8.4に対する回答では男女とも結婚の条件として家柄をあげる

ものは大島の方が本土よりも多い｡更に女性群では外部的形式的諸条件は考慮する必要はないとい

うものは大島の方がより少ない｡次に大島の女性群では上記の12項目のうちDK回答が本土より

少ないのは僅かに1項目であるが, 5項目においてDK回答が本土より多かった｡この点男性群で

は上記の11項目については大島と本土の間に有意な差のあるものはなかった｡

3.2-4　大島と本土の農村間の比較

大島郡笠利町節田地区(標本数94人)と本土の姶良郡姶良町三船地区(標本数101人)の比較に

おいて5%またはそれ以下の有意水準で差異がみとめられた項目選択肢は表14に示すとおりであ

る｡

表14　　農　村　間　の　　比　較

項 目番可 選 択 肢 の 内 容 笠 利
(% )

姶■貢

(浴)

健康を重視するものが多い0 68.5 38

3●1 金銭, 財産をあげるものは相対的に少い○ 2●1 15

3●3 清 く正 しい生活様式を選好するものが多い0 34.4 20

3.4 権九 経済力をもつ人への高評価に関 して D K 回答者が多い0 22.6 8

3.7 伝統志向型生活様式をとるものが相対的に多い○ 20.7 8■

5.1 子どもの教育方針 について中立的意見のものは少い0 12 .8 29

5●2 ー体面重視の教育の肯定者が多い0 40.4 27
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3.2-5　大島と本土の市区間の比較

鹿児島市冷水町(標本数101人)と名瀬市矢脇町(標本数68人)の住民の回答率の間に5%また

はそれ以下の有意水準で差異があった項目選択肢は表15に示すとおりである｡

表15　　市　区　間　の　比　較

還目番可 選 択 肢 の 内 容 ｣要デー苧穿帯

3.1 健康を重視するものがより多い 63.8 44

4.1 労働組合に対する態度に関する質問にD K 回答者がより多い〇 一22.1 日 1

5月 ≡≡≡≡芸≡≡≡≡芸……誌い 38.250 …07

5.3 青年に対する厳格な鍛練の必要に関して中立的意見のものは少い 33

5.4 憲 芸≡芸≡警 いては賛成者が多く 53.7 …

6 2
上役との関係は仕事の上だけ煽 るというものは少い 5.9 18

. D K 回答者が相対的に多い 19.1

8●4 再 猶 の条件として家柄をあげる者が多い0 29.2 12

表14と表15を対照して気づくことは,両比較表に共通にあらわれいてる項目は3.1, 5.2, 5.3,

5.4, 8.4の5項目であり,農村と市区の資料はともに同じ方向を指向している｡ちなわち健康の電

覗,体面重視の教育,結婚の条件として家柄を考慮する点においては農村,市街地とも大島の住民

の比率の方が高く,金銭の貴重さの教育に対する反対意見,青年の厳格な教育に関する中立的意見

は大島の方が相対的に少ない｡次に気づくことは統計的に有意差のある項目選択肢の数は農村の方
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が市区よりもより多いことである｡

3. 3　大島郡内の比較

3.3-1郡内の農村と市区針ヒ戟

笠利町節田地区(農村,サンプル数94人)と名瀬市矢脇町(サンプル数68人)の住民の回答率

に5 %またはそれ以下の有意水準で差異があった項目選択肢は表16に示すとおりである｡

表16　　郡内の農村と市区の間に有意差のある項目選択肢

項 目番 号 選 択 肢 の 内 容
■■■▼雫 % ヂ J 雫 妄 賢 ■▼

2●3 上 役 の誤 解 は後 日解 くとい う も の は 市 区 の も の に多 い 0 2 3 .4 3 9 .4

自分 の こ の み に あ った 生 活 様 式 を選 好 す る も の は 市 区 の もの に多 い 0 2 2 .6 4 8 .5

● そ の 日 そ の 日を呑 気 に く らす 生 活 嘩 式 を 選 好 す る もの は農 村 の方 が よ り多 い 0 1 9 .4 日 ●5

3●4
権 力 や 経 済 力 の所 有 者 に対 す る高 評 価 に? い て い ち が い に は い え な い とい う も

の は市 区 に多 い ○
2 8 .0 5 2 .9

5.4
金 銭 の貴 重 さの教 育 につ い て そ の賛 否 はい ち が い に はい え な い とい う者 は市 区

に多 い0
1 7 .0 3 3 .3

8 ●4 結 婚 の条 件 と して 出 身地 を あ げ る も の は農 村 に 多 い 0 2 5 .8 12 .3

3.3-2　郡内の男女間の比較

郡内の男女の回答率に5 %またはそれ以下の有意水準で差異があった項目選択肢は表17のとおり

である｡サンプル数男性群69人,女性群93人｡

表17　　郡内の男女の回答率の間に有意差のある項目選択肢

項 目番 ^ : 十 遠 択 肢 の 内 容

2 .1
し きた りに従 う か 自分 の考 を お しと おす か は場 合 に よ る とい う

に多 い 0

2 4

万 事 政 治 家 に一 任 す る か ど うか は 人 や 場 合 に よ る とい う者 は男 ｣

● D K 回 答 者 は 女 性 に多 い 0

3 .4 権 力 や 経 済 力 の所 有 者 に 対 す る高 評 価 に 関 して は 女 性 に は D K

3 .7 内面 志 向型 生 活様 式 を と る も の は男 性 に 多 い ○

4 1

労 働 組 合 に好 意 的 な もの は男 性 に多 い0

● 女 性 に は D K 回 答 者 が多 い ○

5●1 子 ど もの厳 格 な 教 育 を 肯 定 す る もの は女 性 の方 に多 い ○

5 2

女 性 に は体 面 重 視 の 教 育 の 肯 定 者 が多 い ○

● 本 心 重 視 の 教育 の 肯 定 者 は男 性 に多 い 0

5. 6 高 枚 の 共 学 制 の 可 否 に関 す る D K 回 答 は 女 性 に多 い 0

男 性 に は上 役 と の関 係 を家 族 関係 に 擬 制 す る も のが よ り多 い 0

6●2
D K 回 答 者 は 女 性 に多 い 0

46. 4　　29

5.8　　21.5

回答者が多い　　　8.7

57.4　　39.1

62.3　　38.0

15.9　　　32.3

30.0　　47.3

58.0　　39.8

10.1　　26.6

79.7　　63.4

ll.6　　　30.1
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6 ●3 自 然 を 克 服 す べ き も の と 観 る も の は 男 性 の 方 が 多 い ○ 4 2 .6 25 .3

6 ●5

飲 酒 の 上 の 非 常 識 な 行 為 を 許 さ な い と い う も の は 女 性 の 方 に 多 い ○ 3 0 .9 50 .5

場 合 に よ る と い う も の は 男 性 の 方 が 多 い 0 6 7 .6 3 7 .6

●

長 子 を 家 の 後 継 者 と す る と い う も の は 女 性 に 多 い 0 簡 1 4 .5 29 .3

● ど の 子 ど も で も よ い と い う も の は 男 性 が 多 い ○ 7 8 ∴3 6 2 .4

8 ●4 結 婚 の 条 件 と し て 女 性 に は 家 の 問 の つ り あ い を あ げ る も の が 多 い ○ 18 .8 3 8 .9

表16と表17を比較して先ず気づくことは統計的に有意差のある項目選択肢が地区間においては

少なく,男女間において多いことである｡次に両比較表に共通な項目は(3.4)と(8.4)の2項目

である｡ただし項目3.4においては市区の住民に"権力や経済力の所有者の高評価"について"い

ちがいにいえない"とするものが多いのに,性別の比較においては女性にDK回答者が多い｡項目

(8.4)においては農村の住民に"結婚の条件としで'出身地をあげるものが多いが,家の間のつり

あいをあげるものは女性の方が多い｡

3章の表9-17 (表10をのぞく)にあげられている項目選択肢の個数を機械的にまとめると表

18のようになる｡

表18　　諸比較において有意差のある項目選択肢の数

軍表号 比 較 l項芸等慧 数■l 摘 要

-hP11 空 ……上35 …蓑 芸

…32!≡≡,,空 …11 …○語義憲章萱買冒粕 も糊
14 I 大島, 本土 (農村)

13 18 ○大島と本土の農村間及び市区間比較では, 前者に

15
大島, 本土 (市区) 卜 7 差のある項目選択肢の数が多い0

1■0

16 郡内 (農村と市区)
5 ー 6

○郡内比較においてば, 男女間に差異のある項目選
17 i 郡 内 (男と女 13 ー 19 択肢の数が多い0

往　項目3.6 (その回答資料は表10に示してある)についてはここでは記透を省略してある?



脇　　勝嘉･篠原　　優　　　　　〔研究紀要　第20巻〕　103

4　調査票と項目別集計表

注　表　2�"1の質問文は本土の場合(S41年実施) "-誕生日や七五三のお祝-"となっており,大島郡の

場合(S42年実施) "-誕生日のお祝-"となっていて,内容に相違があるので,この項目8･2に対す

る回答に関する大島と本土の比較検討の表　�"2 - 1及びこの項目に関する記述はすべて保留する｡

なおこの項目に対する回答の比較については表　�"2- 2を参照されたい｡

表　2:1

令 計

計 男 女 計

計

注　数値はその選択肢を選択肯定した人数｡
1

カッコ内の数値は%｡以下同様｡

2.1

白
む
恩
従

ーそ　I I

は
に
と
に

た
り
だ
り

な
た
き
た

あ
き
べ
き

分
い
が正しい
ても,自

申
し
中
か

の
お
の
す

世
I
世
ま

,
を
　
I
い

ぼ
え
も
思

え
考
と
と

恩
の
れ
い

と
分
そ
よ

＼

　

†

｢

1

一

　

　

,

r

P

いますか｡

し
す
し

の
通
の

ヽ

｢

(

　

/

し

　

}

‥

V

　

~

し
う
合
か

お
従
場
わ

印
画
回
国

通
の
に

すのがよい｡
がよい｡
よる｡

らない｡

奄 美 大 島 本 土 坐

国

選 択 肢 農 村 市 街 地 合 計
男 回 計

男 一女 l 計 男 一女 l 計 男 女 ーN a N N

イ 20
(48.8)

(67串 6)56 〔1〕
15

(50.0)

(45緑 …]) 〔1〕
35

(49.3)

54
(58.1)

(54鯨 2) 45
(46)

64
(50)

109
(48) (34)

ロ
2

(49)
1(1.9) 3(3.2) i(0) 0(0) 乱 2翫 ●壬)闇 0 2(2) 4(3) 6(3) 82

(41)

ノ＼
17

(41.5)
(24串 串 呂) 21 33(50.0)(47.1) 29(42.0) CO34(35.5) 63(38.3) チ2) 49

(51)

(射 写)
(26)

---
2(4.9) 3(5.7)| 5(5.3) 2(7.1) 2(5.0) 4(5.9) (5.蛋) 5

(5.4)
9

(5.6}
2

(9.1)
1
(1)

3
(2)

4
(2) (0)

計 41 竺 94 C2]30 且 旦 欄 9[去〕 〔3〕
165 22 97 129 226 200

｢子どもがもつべき,もっともたいせつな
心得は,親のいうことを,すなおにきくこ
とである｣という意見について,あなたは
どう思いますか｡

(イ)賛成です｡
(ロ)反対です｡
再　いちがいには,いえませんO
(I)わかりませんo
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表　2:3

奄 美 大 島
■ 坐

選択肢 男農回 村訂 男市肯 地-lJ 宣肯 丁量 男回 計 国

イ 28
(68.3)

(47ヲ2) (56.串 c1(43.蓋三(42串 03) (45串 105.5) 57(59) 59
(46)

刺 (34)

ロ (26串 8 ) (23.串 3) (36.串 串 8) < 26 50(27 .7) (30.3) (40.頼 )図 80(35)
(32)

ノ､
2(4.9) 2(3.8)ー 4(4 .3) (3.去 4(9.8) 5(7.0) (4.2) (6.4) 9(5.5) ≡) 7

(5)

折 8)

､

0 ー(28串 5 4) (13.3) 4(9.8)∃ 8(ll.3) 4(5.6)ー 19 23(20.2) (13.9) 3(13.6) (頼 20(9) (ll)

計 巨 1 53 94 30 ｣ 土 ■⊥ ユ 二 l9中 65
22 97 129

226 ー 2254

2.3

ある会社員が,多くの人のいるところで,

上役の人から叱られました｡ところが,そ

れは上役の人の誤解でした｡そんな時,そ

の会社員は,どうするのがいちばんよいで

しょうか｡

表　2:4

(イ)その場で,誤解をときます｡

(ロ)その場では,だまっていて,あとで誤解を
ときます｡

再　そのまま聞いておき,あとからもいいませ
ん｡

国　わかりません｡

選択 肢

奄 美 大 島 全

国

農 村 市 街l 地 合 計
一女 J N a 卜N N

男 回 計

男 女 I 計 男 J 女 一計 男

イ
(39串 串 c1(32.糾 2(36.昌3 m26)(36.2)ー 34(36.6) 60(36.4) 7(31.8) 4(4串 叫 頼 宝ヨ)

ロ
6

(14.6)

(9●串 壬 (3翫 鋸 …闇 (8翫 C2̂16�"6) (4.喜 10(10) 壬3)ー 23(10日 35芸)

ノ＼
16

(39.0)
14

(26.4)

(31串 串 喜) 29
(42.6)

32
(46.4)

(29ヲ 596.4) 9(40.9) 29(30) 48(37) 7(3左) 203
(9)

～
1(2.4) 4(7.5) 5(5.3) 1(2.5) 1(1.5) 1(1.4) (5.4) (3.7)ー 1(4.5) (8) 5(4) ≡)

(3)

ホ 2
(4.9)

(20串 頼 )≡(22.緑 4(5.8)(21串 48)(18.2)∫ (串 障 (7)

計 41
53 94 C2]30 忘申 中 空〕 〔1〕

94
〔3〕
165 22 97 129 226 2254

2.4

｢日本が,もっとよく発展するためには,

すぐれた政治家があらわれたら,すべて,

その人にまかせたほうがよい｣という意見

について,どう思いますか｡

(イ)賛成です｡

(ロ)反対です｡

再　人や場合によります｡

(I)そんな人は,あらわれませんq

囲　わかりませんg
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奄 美 大 島 本 土 坐

国

選 択 肢 農 村 市 街 地 合 計

男 l 女 巨 卜 ■男 I 女 l 計 男 I 女 N a N N 男 女 計

イ (63ヲ串 9) (58.≡) (64裾 C240(55.9三 C2D(63.8)|(52讐 C2D95(57.4)(54チ 6(6轟 0) 14(63) 66
(33)

ロ l 0 困 5(5.3) (5串 1) (9.1) 料 )ー 5(2) 72
(36)

ノ＼
13

(31.7)
10

(18.9)

23(24.5)(28.緑 05闇 三(30般 447)(26.5三 7(31.8) 22
(23)

34(26) …56) 62
(31)

ー 2(4.9)(17串 壬)晶 20●串 (5.8)(18串 昌 1(4.5) 串 宴) 23
(10) (0)

計 41 53 ー 94 C2U30 壬〕津 〔2〕
71

94 C3D165 22 97 129 226 200

2.5

｢今日のような混乱した社会では,法律は

もっときびしくする必要がある｣という意

見について,どう思いますか｡

川　賛成です｡

(ロ)反対です｡

再　いちがいには,いえません｡

国　わかりません｡

し 奄 美 大 島
本 土 全 国

価 値 男農回 村訂 男市肯 地訂 ポ 女 frfN a N N
男 回 計

I E

健 康
(70串 串 c2(65.喜三壬(62享:6三(63享昌闇 〔1〕

62
(64.9)

(6掛 3チ芸) (差障 芸) 94
(42) (21) 284

(12)

丑 6 5 . 111 2 16 (射 菖 36(16)
(12) 261

(ll)子■供 (14.6) (9.3)(ll.6) (6.9) (7.5) (7.2)(ll.4) (8.5) (9.8) (4.5)

家 可 0(0) (9.≡) 5(5.3) CO3(6.9) 2(5.0) (5乱 2翫 7�"4) c(5.喜三(4.吉) 轟 6 22) (昌) (19) 至壬)

壁 長 .4) (ll.2) (7.5)に司 6(15.0X 1司 (5●串 頼 3)(13.6) (壬壬 14(ll) 至宝) (ll) 497
(21)

金 可 1(2.4) 1(1.9) 2(2.1) 4(10) 4(5.8) 1(1.4) 5(5.3) 6(3.7) (4.喜) (壬締 日 昌) (16再 芸)

D K 2(4.9) 1(1.9)
(3.2) (3.4)

(1●頼 ) (1.i) 4(2.4) 0 ー 0 i 0 (5) 座

その可 2(4.9) 2(2.1) 2(6.9巨 (2.9);(5.7)J
0 4

(2.4)
2

(9.1)
17(18) 12(9) 29(13) (27) 450(19)

計 41 54 95 欄 C1341 ㌢ 72 去〕 C3̂167 22 97 129 226 2254 2369

注:全国Ⅰの項目内容は"あなたの家で-", Ⅱは〃あなたにとって-",ここではⅡと比較した｡

3.1

あなたにとって,いちばんたいせつなもの

は,なんですか｡ひとつだけあげて下さ

い｡なんでも,かまいません｡

たいせつなもの(　　　　)
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表3:2

I 奄 美 大 島 本 土 全

国

選択肢 農 村 市 街 地 合 計

男 i 女 計 男 ～女 t 計 男 I 女 Na N N 男 女 計

イ 28 36
(68.3)(67.9)

(68根 喜3 D O30)(72.5)t C2D52(73.5)(71.喜三(69闇 雲三 16(72.7) 喜宇). (鎮 まg) 803
(80)

ロ
(1.去 1(1.1) ､ 0 0 I 0 1

(1.1)
1(0.6) 2

(2)
3(2) 5(2) (4)

ノ､
9

(22.0)

(7●串 (25.鈷 77.5) c1(20.喜 17)(23.2) ll(ll.8)1 鈷 8●招 串 54(24) 225
(10)

---■■■■

(9●串 167.0) I (5.9) (5.串 串 2(9.1) 6(6) 13(10) 19
(8) (5)

計 41 53
94 欄 町 中 ㌘欄 C33165 22 97 129 226

2254

｢太閤秀吉のように,名もないものから,
努力をかさねて,立身出世したものは,い
つの世になっても,若いものの手本であ
る｣という意見についてどう思いますか｡

表3:3

(イ)賛成です｡
(ロ)反対です｡
再　いちがいにはいえません｡
(I)わかりません｡

奄 美一 大 島 本 土 坐

国

選 択 肢 農 村 市 街 地 合 計 男 回 計
男 l 女 い十 男 女 い 十 男 一女 Na IN N

イ
(轟 7●串 去) 2

C7.n
(7●頼 4(5.9)(12チ 169)(10.0) (壬11)周 (至39)

(15)

ロ (2.頼 (4.3) (3.6) (2.5) 2(2.9) 2(2.9) 4(4.3) 6(3.7) 7 5
(7) (4)

12
(5) (6)

ハ 壬(3轟 215.1)(22.6)(50.0)14 (47串 27 275)(39.7)(29.0)(33.串 呂)i 38(39) 芸79) 87
(38)

473
(21)

一･.■■■I-■一■■-
7

(17.5)
(20串 4) 1(3.6)十 王〕(卦 c1(ll.喜闇 (14.≡) (壬3 16(12) 至宴) (ll)

ホ (35串 串 c1(28.喜闘 (32鮎 裾 緑 喜三(28.冒) (…叫 宇) 55
(24) (29)

へ 3(7.5) 4
(7.5)

7(7.5) 2(2.1) 3(7.5) 5(7.4) 5
(7.4)

(7●串 52)巨 ll(ll) 6(5) 岩) (10)

計 40 53 93
三号二+ 三三二■且 且 ■虹 C3̂64 21 97 三吏 26

2254

3.3

人のくらし方は,いろいろですが,

右にあげるもののうちで,あなたの

気持に,いちばんちかいのは,どれ

ですか｡

っ
じ
ゃ
を
の
の
ら
分

い
ま
金
活
そ
世
-
負

川
回
目
　
回
国
　
再

し
め
名
す
日
中
す

よ

に

普
,
る
の

て
げ
分

い
あ
自

働
を
　
I

昭
名
で

l
レ
　
　
ク
ヽ
h
y

め
て
な

ん
し
え

け
強
考

う
勉
を

金持になる｡
0

このみに あった生
る｡
その日を,のんきにくらす｡
の不正なことをおしのけて,清く正しく,
0

のことを考えないで,社会のためにつくす｡
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表3:4

選 択 肢

奄 美 大 島 本 土 坐

国

曲 ′一 A

辰 村 市街地 Ei 計

男一女 計 男I●女 Na NN

男回 計
男一女l計

イ 5 7 12 2(12.2)(13.5) (12.9) (7.1) 1(2.5) (4.4)(10.1) (8.7) (9チ…) 1
(4.5)

14
(14)

24
(19)

38
(17)

48
(24)

ロ

(46串 昌) 34(36.6) c1(28.喜三
12

(30.0)

(29巨2]24)(39,C2]29.6)
27

(29.3)

C2D56(33.5) 6(27.3)
41(42) 芸苧) 89

(39)
110
(55)

ノ＼
13

(31.7)
(25チ 260) (28.0)

(57揖 含闇 29(42.0) 喜 63(38.5) ll(50.0) 37(38) 芸喜) 82
(36)

44
(22)

､■一一-
(9.8)(32.1写 212.6) (7.1)(17.5) 9

(13.2)

(8.7)(26.串 06)(18.2) 5(5) 12(9) 17(8)

計 41 52
93 3〕 41 粁 〔2〕

71
〔1〕
93

〔3〕
164 22 97 129 226 200

3.4

｢今日では,教養のある人や,信仰のふか

い人よりも,経済力や,権力をもつ人が,

えらい｣という意見について,どう思いま

すか｡

表3:5

川　賛成です｡

(ロ)反対です｡

H　いちがいには,いえません｡

(I)わかりません｡

選択 肢

奄 美 大 島 本 土 金

男 回 計 国
男農｢詩 l男市肯 地計卜ポ 女t ft-Na芯

イ 27
(65.9)

(49ヲ 534)(6018.7) 30(75.0) 壬三(63裾 CO101(61.7) 13(59.1) 64(66) 93(72持 11(5…)

ロ
10(4.9)(15.1)(10.6)I 1

(3.6) 0 (1●昌 (4.≡) (8●頼 ) 1
(4.5)

(頼 ) (頼 36)

ノ＼
(24串 193.2) 喜 10 学喜])I(30餌 差闇 7(31.8) 20(21) 29(22) 49(22) …昌)

ー■■■一

(4.9)(18.串 呂 (2.頼 (2.≡) (11串 (4.去) (6) (4) ll(5) (0)

計
l

- 41 53 94 〔2〕
30

41 C3]71
■■且 旦 C3165〕巨 2 9十 29 226 200

3.5

｢他人などというものは,あてにならない

もので,つまるところ頼みになるのは,自

分である｣という意見について,どう思い

ますか｡

川　賛成です｡

(ロ)反対です｡

再　いちがいにはいえまんQ

(I)わかりませんq
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表3:6:1

計 男 女 計

計

3.6

｢欧米の文化をとりいれるについても,冒

本の風俗やしきたりのうちで,よいもの

は,のこすべきである｣という意見につい

て,どう思いますか｡

で
う
い
の

成
の
よ
活

賛
次
ら
生

I
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
u
J

イ

O
 
I
L

す
ち
で

どんなものについて,のこした
ようか｡

しかた,和服,住居,芸術,作法,

(｡)莞欝諸賢制度,習慣,その他( )
再　わかりません｡

表3:6:2　保存すべき風俗,しきたりの順位

奄

村 市 区 令

生活様式 5
●

75
●

7

計

男 女 計

EiiiP
1
8

d
g8

5
d

1
8

〔〕1
8

同
u5

●
68 7.5　　　6

和　　服　　　5　　1　11 2.51　　　　　　　2.5　　　　　　　　　3.5　　　　　　　　　　　　　4.5

任 6.5 6.5

昌蔓易

7ご 術　　5　　4　　4　　5　　6　　6

7.5　　　　　　6.5

4.5　　　6　　　　　.　　　　　　　5　　　4

礼儀作法】 2.5 6.5 3.5

道　徳　1　3　2 〔壬〕t　3‡ 〔去〕i 〔壬〕i　3

4.5

21　　　　　　　　　4

家族制度　2.5　　　　〔去〕 3f 〔去〕l 2誓〕 3.5　　5.5　　　7　　6.5　　　7

習　　慣 7.5　　　6　　6.5　　2.5 1　3 1　3 4.5　　　5　　　　　　3.5　　　4　　　8

(4) (7) (0) (0) CO) (3) (4) (7) (1) (2) (4)　C6)

C2
(67∃日昌〕

C3D
(146)(148)(1闘C3J
331(40)(253)(333)

a
s

18
5

()40sJ
q

F
J

18d
Z
q

注1日その他"及び計の欄のカッコ内の数値は度数を示す｡

2 "その他"の欄の岐阜の場合の1は順位を示す｡

3 〔 〕印は本土出身者を示す｡
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奄　　　　美　　　　大 良
本　　　土

選択肢 農　　　村

男1女1計

市　街　地

男　t　女l　計

令 計

男I　女　　Na NN 男 女 計

(12.≡)(26チ蓋)(2｡チ写)(17.≡)(27チ1
5)(23チ10
5)(14.7)(27ヲ52)(21ヲ喜)(13.≡)

26
(65.0)(3｡チ昌)(45讐)I13*
(46.4)I(5｡ヲO
｡)(48ヲ3
5)(57ヲ望)(39讐)(467喜)書(54チ52)

(10.串02)(15揖鈷｡.賦払11

4.7)14
(15.2)2
(15.鈷8.芸)

二三　二　-;=　三て二三三二三三二享子二三三二二三…二二二　二二∴二三

3.7

世の中の人たちの,行動や生活
のしかたをながめると,次のよ
うに,わけられます｡あなた

は,これらのうち,どれにちか
い行動や生活のしかたをしてい
ますか｡

川　父母,祖父母などがしてきた
しかたに,したがっている｡

回　近所や地域の人たちのしかた
にL

H　自分
た
で

がっている｡
考えて,自 に,

j
臥分

っとくのゆくしかたで,おこ
なっている｡

表4:1

(イ)です｡
(ロ)です｡
再　です｡

(I)ことと場合に,
よります｡

桐　わからない｡

選 択 肢

奄 美 大 島 本 土 坐

冒

曲 ′▼■一一 一 A

Jii 村 市 街 地 lコ 計 男 回 計
男 】女 l 計 男 l 女 ft- 男 l 女 N a 蒜 一】一一

イ
(14.頼 )図 517.9) 2(5.0)ー(10串 昌 4(4.3) 15(9.: ≡) (壬33) C壬望)1 盃

406
(18)

ロ
(68串 串 c1(53.喜 0 318 乱 2享 CO368.0)(4鮎 誓) 56(58) 59(46) 115(51) 1555

(69)

ノ､
(9.8)(17.3)～(14串 .9) (22.5)∫ 14 18(20.6)(13.0)(20.0)(16.8)(13.6)27 (壬77)図 46(20) 45

(2)

一一■一■■-

3 23 26 3 12(7.3)(44.2)(28.0)(10.7)(30.6) 15(22.1) 6(8.7)(38串 主 3X 13.6) (壬壬)頂 ｢ 萄
248
(ll)

計
41 52 止 し旦 担 旦 一71 串 C3D64 22

97 129 226 2254

4.1

工場や会社の労働組合につ

いて,あなたは次のうち,

どちらにちかい意見をもっ

ていますか｡

(イ)労働組合は,労働者と資本家を
対立させるから,このましくな
い｡

(ロ)労働者が組合をつくり,自分た
ちの権利をまもるのは,このま
しいことである｡

(4)にちかい｡

(ロ)にちかい｡

H　どちらともいえな

い｡

国　わからない｡
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表4:2

奄 美 大 島 本 土 坐
選択肢 男竿回 村計 犀 肯 地訂 男 F 女 iNa言うN N

国男L女巨
イ

32
(78.0)

32
(60.4)

(68根 差三 〔1〕
33

(80.0)

〔3〕■
55

(76.5)

〔2〕
54

(75.4)

〔1〕
65

(68.7)

〔3〕
119

(71.6)

16
(72.7)

76
(78)

(射 §) 1469
(62)

ロ
(22.串 0 297)(30.9)(25.0)圭 15(20.0)(22.1)(23.2)(30.16 串 2)(27.3) (壬 3(2頼 32) 758

(32)

ノ､ 0
1(1.9) 1(1.1) 1(3.6) (1.5) (I-頼 2(1.2) 2

(2)
(壬 3(1) 118

(5)

.

0 1 0 0 I 0 0 0 0 ー 0 i 0
0

3(3) 2(2) ≡)

計 41 53 94 〔2〕
30

〔1〕
41

■〔3〕
71

〔2〕
71

〔1〕
94

〔3〕
165

22 97 129 226 2369

4.2

国会議員の選挙が行なわれるとき,

あなたは,ふつう,どうしています

か｡

(イ)なにをおいても,投票する｡

(ロ)なるべく投票する｡

再　投票しないことが多い｡

(I)投票したことがない｡

表5:1

本 土 坐

国

●奄 美 大 島

選択肢 男農回 村訂 男市肯 地計 & 女 ftN a N N

男回 計

イ
26

(63.4)

(47ヲ串 去) 〔1〕
15

(50.0)

(5藍 0鮎 喜闇 (52餌 05) 49
(51)

56
(43)

105
(46)

361
(16)

ロ
6

(14.6)
19

(35.8)
25

(26.6)
5

(17.9)
ll

(27.5)
16

(23.5)

(15チ串 3)1 41(25.3) (27.≡) 26(27)' 38(29) 6(2芸) 1420
(63)

ノ＼
6

(14.6)
6

(ll.3)
12

(12.8)

〔1〕
9

(28.6)

15(23.5) (20.3)en17 (15鶴 鮎 2●宇)
21

(22)

(32轟 宝) 338
(15)

-I-■■■■■-
3

(7.3)
3

(5.7)
6

(6.4)
1(3.6) 1(2.5) 2(2.9) 4(5.8) 4(4 .3) (4 .9) 1(4 .5) 1

(1)
1CD 2(1) 135

(6)

計 41 53 94
〔2〕
30

〔1〕
41

〔3〕
71

〔2〕
71

〔1〕

■94

〔3〕
165

22 97 129 226 2254

5.1

子どもをそだてるについて,幼稚園

や小学枚のころから,のびのびと自

由にそだてるのと,きびしくしつけ

るのと,どちらのほうがよいと思い

ますか｡

(j)のびのびとそだてるのがよい｡

(ロ)きびしくそだてるのがよい｡

再　どちらともいえない｡

(I)わからない｡
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表　5:2

奄 美 大 島 本 土 坐
選 択 肢 農 村 市 街 地 合 計 男 回 計 国

男 l 女 一計 男 一女 ! 計 男 一女 N a 音 ㌃

イ (26串 岩) 38(40.4)(33.串 26 20(30.0)(47串 5)(13 3�"6) 25
(26)

30(23) ≡夏日 三吉)

ロ (58ヲ5)(35.冒) 43
(45.7)

〔1〕
17

(59.3)

〔1〕
19

(45.0)

〔2〕
36

(50.0)

(5鮎 鮎 亨9=三 16
(72.7)

(喜0) 78(60) 1(諾い 宝93)

ハ 1(2.4) 3(5.7) 4
(4.3)

(卦 40.0) (8.喜三(4射 .Z)闇 三 2
(9.1)

(壬呂)i (11招 宴) 293
(13)

ニ (12.頼 9(9.6) (3.壬) 1
(2.5)

2(2.9) 6(8.7) 5(5.4) (6串 去) 4
(4)

3(2) 7(3) 18C呂)

計 41 53
94 C3]30 欄 軍畑 CO94 C3165〕

22
4 129 226 2254

5.2

家庭で子どもを教育していくのに人から笑

われたり,恥をかいたりしないようにと教

えるのと,他人の評判や世間態のことより

も,自分で深く考えて,自分の本心に従う

ようにと教えるのと,どちらがたいせつだ

と思いますか｡

表　5:3

川　笑われたり,恥をかいたりする

なと教える｡

(ロ)自分の本心に従えと,教える｡

H　どちらともいえない｡

(I)わからない｡

- 奄 美 大 島
坐

国

選択肢 農 村 男市肯 地計 一男 F 女 ｢毒

男 女 計男t女一計
イ

(85串 712) (77.2)ー C2D23(75.0) (67,m28 喜三 C257(80.9三 〔1〕
65

(69.6)

C3D122(74 .4) (68チ≡) 68
(70)

三 ∴ 妻…∴
(69)

ロ
2

(5.0)
2

(3.8) (4.3) (3.6)
1(1.5) 3(4 .4) (2.≡) 5

(3.1)
0 2

(2)
3
(2)

5
(2)

24
(12)

ノ､
ll(.7.5) (15.4) (12.0) (10.7) (22.5) 12

(17.6)

(8●串 )
23(14.4) (27.冒) 23

(24)
38(29) 6(2壬)

(20)

-■～
1(2.5) (9.6) 7(10.0) (10.3) 4(5.9) (9●頼 (4.己) (頼 ) 12

(5) (0)

計 40 52 92
〔2〕
30

〔1〕
41

〔3〕
71

〔2〕
70

〔1〕
93

〔3〕
163 22 97 129 226 200

5.3

｢このごろの青年は,あまりにも,柔弱に

なっている｡もっときびしい鍛錬が必要

だ｣という意見について,どう思います

か｡

(イ)賛成です｡

(ロ)反対です｡

再　いちがいには,いえません｡

国　わかりません｡



鹿児島の県民性の研究　en-i)

表　5:4

奄 美 大 島 土 坐

国
選 択 肢 男農回 村訂 去市肯 地訂 ポ 女 ｢ 毒

男
女 巨

イ
(48締 3)(56.寝 室三 23(59.0) 壬闇 56(60.9) 喜三 10(45.5) 43(44) 宝出 塁喜) 1465

(65)

ロ
6(22.0)(ll.3)妻 15(16.0)(14.描 闇 (18チ (6.喜闇 (18.芸) 26(27) 37(29) 6(23) (24)

ノ＼
(24串 ●§)(17根 三三圭(30般 喜三 (糾 緑 6(27.3) 24(25) 25(19) 49(22) 203

(9)

-●ー■■--
(4.9)(15.1)壬(10串 去 4)(10.3) 5(7.3)局 (12チ42) 15(9.3) (9-至) (頼 )日 15)

(2)

計 41 53 94 〔2〕
30

〔1〕
40

〔3〕
70

〔2〕
71

〔1〕
93

〔3〕
164 22 97 129 226 2254

5.4

小学生ぐらいの子どもをそだてると

普, ｢お金は人にとって,いちばん

たいせつなものだと,教えるべきで

ある｣という意見について,どう思

いますか｡

川　賛成です｡

(ロ)反対です｡

H　いちがいには,いえません｡

(I)わかりません.

表　5:5

奄 美 大 島
一 土 山

選択肢 男農回 村訂 男市肯 ㌢ 首ポ 女｢轟 男回 計 阜

イ (43チ…) (32串 75) a n17(57.1) (45 喜闇 ー(5乱 発 (42肘 串 串 2 18) (瑚 (45)

ロ (39串 串 30.7) (17.9) (22.串 串 23 44.0) (27.3) (9.1)欄 (串 65(29) (25)

ハ (9.8) (13.2)誉 11 3(13.1) (10.7)

(7.5) (10.3)
(20 .7) (10.8 2(9.1) 6(6) 6(5) 12(5) (12)

ニ 2(4.9) 5(9.4) 7(8.3) 卦 40.0) 6C9.0闇 9(6.5) a13(7.5計 1(4 .5) (3) (4> 塁 (7)

ホ (2.4X 18串 壬 (7.1) (17.5)閑 (4●串 冨)I
20

(12.4)

(18.頼 16(12) 28(12) (10)

計 i 41
53 84 呂〕 〔1〕

41

軒 02〕 C2]94 C3D164 22 ｣ 97 129 226 402

5.5

あなたは,中学校の男女共学につい

てどう思いますか｡右の(イ目口)再(I)

のうち,あなたの意見に,もっとも

近いものを,ひとつらんで下さい｡

川　男女相互の理解を,ふかめるためにつづけるべき
である｡

(ロ)いままで,うまくやってきているから,つづけて
いってよい｡

再　問題が多いから,考えなおすべきである｡
回　やめたほうがよい｡
囲　わからない｡
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選 択 肢

奄 美 大 島 山

農 村 男市肯 地訂 ■ポ 女 ftN a N N 男 回 計 阜

男 一女 巨 卜

イ
(43串 346.2) 16(53.6闇 336)(47鮎 凱 C2670.1三 ll

(50.0)
42(43) 5(43) (勘 (32)

ロ
(24串 串 0)(17.9)∫(22.5)(20.串 157)(16.1) (18.5)30 (9.1) …冒) 26

(20)
46(20) (15)

ノ､
(14.6)(13 串 喜) 5(17.9) (7.5)(ll.串 昌) (10串 昌 2(9.1) ≡) 14

(ll)
22(9) 宴呂)

～

(4.9X 13 7�"2) 9(9.6) (3チ喜三(10.結 歪三(4裾 去)闇 2(9.1) 14(14) ll(9) 25(ll)
(17)

ホ
(12.2)(32.言)ー 22(23.4) (7.1)(20.0) 10(14.7)(10.言) 25 32 5(26.9)(19.8)(22.7) 壬3) 27(21) 40(18) (15)

計 41 53 94 〔2〕
30

〔1〕
41

〔3〕
71

〔2〕
71

軒 C3165〕
22 97 129 226 402

5.6

あなたは高等学枚の男女共学につい

て,どう思いませか｡右のw　ロ)再

(i)のうち,あなたの意見に,いち

ばん近いものを,ひとつえらんで下

さい｡

川　男女相互の理解をふかめるために,つづけるべき
である｡

(ロ)いままで,うまくやってきているから,つづけて
いってよい｡
問題が多いか 考えなおすべきである｡

10

奄 美 大 島
全

国

､コ 曲 一′一 A
選択肢 辰 村 市 街 地 口 計

男 l 女 r音 ■男 l女 一計 男 f女 Na N N 男

女 計

イ
(24チ串 62)

22
(23.4)

(35裾 C223(30.9三(30裾 C245(26.5三(22.宇)
26(27) 33(26) ≡69) 90

(45)

ロ
13(14.6)(13.2)(13.8) 1

(3.6)

7(15.0)(10.3)(10.1)(14串 22(23) 至言)
45
(20)

(18)

ハ 24 30 54 16(58.5)(56.6)(57.4)(57.1) c2(50.三三(52餌 呂 CO51 §喜三(63チ頼 6(5芸)
110
(49)

74
(37)

-I■一■■■-

(2●頼 ) 5
(5.3)

(3●去 3(7.5) 4(5.9) 2(2.9) 7(7.5) (5.6)(13.36) 6(6) 6(5) 12(5)
(0)

計 I 41
53 94

5㌘欄 賃]日 ㌘ 94 C3n165 22ー9十 29
226 200

6.1

｢渡る世間に鬼はいない｣という考

え方と, ｢人をみたら泥棒と思え｣

という二つの考え方のうち,あなた

は,どちらの意見に賛成しますか｡

(イ) ｢渡る世間に鬼はいない｣と思う｡

(ロ) ｢人を見たら泥棒と思う｣べきである

日　人と場合による｡

(I)わからない｡
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表6:2

選択肢

奄 美 大 島

農 村 市 衝 地 合 計 戻

男 女 巨 卜 男 l 女 i 計 可 女 Na N N 男 女 計 都

イ 4
(9.8)

4
(7.5)

(8●頼 2(5.0) 4(5.9) 6(8.7) 6(6.5) 12(7.4) 1(4.5) (壬串 ) 36(16) (16)

ロ
32

(78.0)
31

(58.5)

(679緑 =5三 29(70. C3̂540)(75. …三(63鮎 C3D17.4) 19(86.4) 72(74) 9(7蓋) 166
(73) (69)

ノ＼
(12.串 告) 23(24.5)(10.苧) 10

(25.0)

(19串 ●喜)(轟 362.2) (9至) 10
(10)

14
(ll)

(誓書 (7)

計 41 53
94 申 11〕欄 控 94 C3̂165 22 97 129 226 350

6.2

次のような,二つの会社が

あります｡あなたがつとめ

るとすれば,どちらがよい

と思いますか｡

(イ)そこの社長や上役の人たちは,

自分と部下の関係は,ただ仕事

の上だけであると,考えている｡

(ロ)そこの社長や上役の人たちは,

.自分たちは,部下の親がわりと
もいえると考えている｡

表6:3

(イ)がよい｡

(ロ)がよい｡

再　わからない｡

男 男 女 計

計

6.3

自然と人間の関係について,あなた

の意見は,右のw　ロ　Hのうち,

どれに近いですか｡

川　人間が幸福になるためには,人間は自然にさから

わないで,それに従うべきである｡

(ロ)人間が幸福になるためには,人間は自然を利用す

べきである｡

再　人間が幸福になるためは,人間は自然にむかって

いって,それを征服すべきである｡
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奄 1美 大 島
本 土 坐

国

､羽 択 一 一二葦曳 村 市 街 也 合 計
選 肢 辰

男

男 回 計
女 巨 卜 男 l 女 計 男 一女 N a N N

イ 17
(43.6)

(39串 頼 ) (37串 宴) 30
(44.1)

36
(38.7)

66(41.3) (36.4) 42
(43)

65
(50)

107
(47)

32
(16)

ロ
(35串 呂) 24

(26.1)

〔2〕
10

(28.6)

〔1〕
9

(20.0)

(2乱 2苧42三(19鮎 熱 2去5�"7) 35(36) 27(21) 272) 142
(71)

ハ (12.昌) ll
(20.8)

16
(17.4)

(21.串 串 )(16串 22.7)(20.≡) 7
(31.8)

16
(16)

27
(21)

43
(19) (14)

ー (7.7)(20.孟)(15串 去)i(15.3) 17(5.9)(18.3) 21(13.1) (9.冒) 4(4) 10(8) 14
(6) (0)

計 1 39 53 92 呂〕 en
41

■〔3〕
71

〔2〕
69

I

■ 〔1〕

94
〔3〕
163 22 97 129 226

I
2P0

6.4

｢わるい行いをすれば,たとえ,そ

の人には,何事もなかったとして

も,その子孫に,必ず報いがあらわ

れる｣という意見について,あなた

はどう思いますか｡

(イ)そのとおりだと思う｡

(ロ)そんなことはないと思う｡

再　どちらとも,いえない｡

(I)わからない｡

表　6:5

選 択 肢

奄 美 大 島
本 土 全 宗

一■⊥▲国 /5

粗 村 市 ′■一 圭 A
辰 ､ 街 砲 口 計

男 一女 巨 卜 男 , 女 t N a N N

男 巨 ■
計男 f 女 巨 卜

イ 0
(0 )

2
( 3 .8)

2
(2 .2)

( 3●去 3(7. 5)
(5●頼 )

5
( 5 .4 )

6
( 3 .7) 0

1 0
(1 0)

l l
(9 )

27-
(9 )

(1 2)

u
1 2( 30 ) (5 0 .串 c1(3 2 .… 20( 50 .0) (4乱 C2230 .9三E R )ー(4 2号62三I

9 ､
(4 0 .9)

4 9■
(5 1)

73
( 57 )

1 2 2
( 54 ) (5 0 )

ノ､

(串 串 串 c1(35 .喜三 C O33(4 7 .1 ) 4 6(6 7 .6 ) 3 6(3 7 .6 ) (5 0声喜三
12 ■

(54 .5)
3 7

(38 )
4 2

( 33 )
79

( 35 ) (3 3)

- I
0(0 ) (5 .苧) 3( 3 .2 ) 3(7 .5) (4 .塁)

0
6

( 6 .5 )
6

(3 .7 )
1

(4 .5 )
1

(1 )
3

(2 )
4

(2 )
(3 )

計
40 53 9 3 欄 崇‖ 望〕 C2]7 0 左〕 且 22 9十 29

2 26 3 5 0

6.5

しょうちゅうやビールをのんで,よ

っばらい,常識にはずれた行動をす

る人をみうけます｡それについて,

あなたは,どう思いますか｡

(イ)許します｡

回　許せません｡

再　場合によります｡

(I)わかりません｡
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表7:1

奄

盟 村

男
男

土

男 女

｡3乱｡裾(34鮎63 (50.吉)

L二二三三　--=二三千二三二三=I二三三二三三二三二二-一二-　三--

7.1

ひとくちにいえば,男と女では,ど

ちらのほうに,楽しみが多いと思い

ますか｡

(イ)男に多い｡

(ロ)女に多い｡

再　どちらともいえない｡

国　わからない｡

表7:2

選 奄 美 大 島

択 農 村 市 街 地 合 計
本 土 岐 阜

男 女 計
男 1 女

肢 男 . 女 ! 計 男 J 女 巨卜 男 I 女 ーNa N N

イ 13 20(17.1)(24.5)(21.3)(25.喜三(15乱 LI159.1)(20.3C2̂15 闇 (20§雲三J(占●…) (瑚 24(19), ≡喜) 183
(47)

154
(36)

ロ】(34串 至)(42般 59三(42チ75)(42鮎 継 a70(42.6三書(36.4) 25
(26)

(宝串 5) (23) (38)

ハ (43串 27.0)(28.7)(32.1)(42チ 268.2)(39.串 53 11.7)(50.0) 37(38) 紅 8236) 101(26) 9(2芸)

斗 (4.9) (9.4) 7(7.4) 0 l 0 2(2.9) 5(5.4) 7(4.3) 1(4.5) 2(2) 言) 9
(4) (4) (4)

計 1 41
53 94 〔2〕

32
〔1〕
41

〔3〕
71

〔2〕
71

〔1〕
94

〔3〕
165 22

9十 2車 26
390 427

7.2

ひとくちにいえば,男と女では,ど

ちらのほうに,苦労が多いと思いま

すか｡

(イ)男に多い

回　女に多い｡

再　どちらともいえない｡

(I)わからない｡
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表　7:3

選 l 奄 美 大 島 ●
土

択 農 村 市 街 地 合 計

肢 男 l 女 l 計 男 L 女 計 男 l 女 N a N N 男 女 計

イ 2(4.9) 1(1.9) 3(3.2) 0
(2翫 チ喜三 2.(2.9)描 〔1〕

5
(2.5)

1(4.5)周 6(5) 16
(7)

ロ 33(80.5) (71串 ア30) c2(71.…三 30(75.0)闇 C255(76.8三 67(72.8) c12(74 .喜三 14
(63.6)

(机 呂) 158
(70)

ハ 3(7.3) 10(19.2) 13(14.0) 8
(28 .6)

8
(20.0)

(23チ (15チ昌) 18(20.0) 29(18 .0) 6(27.3) 16(16) 2(22) 45
(20)

-一､-■-
3(7.3) 4(7.7) 7(7.5) 1(2.5); 1a 5) 3(4 .3) 5(5.4) (5.0) 1

(4 .5)
2
(2)

5(4) 冨)

計 上 1
52 93 〔2〕

30
〔1〕
41

C3371 C2371 93 c16宝〕 22 97 129 226

7.3

女性であっても,ちかごろは,お酒

をのんだり,煙草をすうものが,多

くなりました｡このことについて,

どう思いますか｡

表　7:4

(イ)男性と同じに考えてよい｡

回　女性はなるべく,しないほうがよい｡

何　人や場合による｡

(I)わからない｡

全 国､こ,ニー
奄 美 大 島

土

択
肢

男農回 村訂 男市肯 地訂 男F女｢轟 男回 計 男I女

イ
31

(75.6)
37

～(72.5)

68(73.9) 2(92.喜三一 32(77.5)i(83§三三 〔2〕
59

(82.6)

69 128 1(75.8) (78.1) C72*宇) (頼 冒92) 186
(82)

(78) (78)

ロ
3

(7.3)
2

(3.9)
5

(5.4)
1

(3.6)
3(7.5) 4(5.9) 4

(5.8)
5(5.5) 9(5.6) 2

(9.1) - ^ **~
(5) (9)

ノ＼
(14 .6) (ll.I8) (13.12�"0) 1

(3.6) (15.0) (10.3) (10.1)

(13串 呂) 3
(13.6)

(頼 ) 18
(8)

(15) (ll)

-一一～
1

(2.4)
6

(7.8)
7

(7.6) 0 0 0
(1●頼 )

7(4 .4) 1(4 .5) 0(0) 3(2) 3CD
CD CD

計 41 51 92 ■〔2〕
30

〔1〕
41

〔3〕
71

〔2〕
71

〔1〕
92

〔3〕
163

22 97 129 226
68中 65

7.4

｢家庭の経済がゆるすなら,主婦は

つとめに出るよりも,家にいて,衣

事をすべきである｣という意見につ

いて,どう思いますか｡

(イ)賛成です｡

(ロ)反対です｡

再　どちらともいえない｡

(I)わからないQ
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表7:5

選■

択

肢

奄 美 大 島 本 土
′ l ▲

[∃ 口
男

女 巨

男
女 巨 卜

男 女 計 男 女 N a N N

イ
(5●呂)I 0

2
(2.2)

5
(17.9)

3(7.5) (ll.8) 7
(10.3)

3
(3.3)

10
(6.3)

2
(9.1)

3
(3)

7
(5)

10
(4)

ロ
9

(22.5)
22

(43.1)
31

(34.1)

(28.6) (30.3三 20
(29.4)

17
(25.0)

34
(37.4)

51
(32.1)

5
(22.7)

22
(23)

39
(30)

61
(27)

ノ､
8

(20.0)
ll

(21.6)

(20チ (10.喜三(12.≡) 〔1〕
9

(ll.8)

〔1〕
12

(16.2)

16
(17.6)

28
(17.6)

3
(13.6)

12
(12)

19
(15)

31
(14)

-～
19

(47.5)
15

(29.4)
34

(37.4)

〔1〕
12

(39.3)

〔1〕
21

(50.0)

(45凱 4靴 339.喜三 〔2〕
67

(42.1)

12
(54.5)

52
(55)

59
(46)

111
(49)

ホ
2(5.0) 3(5.9) (5.≡) 1

(3.6)
0 1

(1.5)
●3

(4.4)
3

(3.3)

(ヲ●昌)! 0 8
(8)

5
(4)

13
(6)

計 40
51 91 30 日 壬〕 〔3〕

71
〔2〕
70

〔1〕
92

〔3〕
162

22 97 129 226

7.5

本県の小･中学校の先生の中,女の

先生は約40%もいるようですが,枚

長先生には1人もなっていないこと

について,どう思いますか｡

川　女性は,校長先生としてば能力が劣っている｡

(ロ)女の先生には,べつに家庭の仕事があるので無理
である｡

再　女の校長先生など考えられない｡
(I)やらせればできる人はいると思うo
(ホ)その他

表　8:1

逮

択

肢

奄 美 大 島
一

男農 回 相 計 卜 男市 肯 地 計 合 計

男
女■巨

男 f 女 N a N N

イ 5
(12.5)

20
(38.5)

25
(26.9)

〔1〕
6

(7〇一9)

7
(17.5)

a :13(17.6) (14享三三 27(29.3) a n38(23.0) 5(22.7)欄 27(21) ≡2)

61(63) (68目 蓋呂)ロ
(80拓 3ヲ喜) (65ヲ (75巨喜許諾 ｢諾 ■1- ｢ 了ラ

55
(78 .3)

(62軌 6鰍 72チ宇)

ノ､ 0 2
(3.8)

2
(2.2) 0 1

(2.5)

(1●吉)r｢ (3●∃)
3

(1.9) 0 4
(4)

3
(2)

7
(3)

-■
3 2 5 2 3 5(7.4) 5(7.2) 5(5.4) 10(6.2) 1(4.5) 9 11

(9) (9)
20

- (7.3) (3.8) (5.4) (7.1) (7.5) (9)

計 41 52 93 〔2〕
30

Clj
41

〔3〕
71

〔2〕
7 1

〔1〕
93

〔3〕
164 22 97 129 226

8.1

家のあとつぎをきめるにつ

いて,次のような三つの考

え方が,あげられます｡あ

なたは,どれに賛成です

か｡

(イ)長子につがせる｡

(ロ)事情によって,どの子

でもつがせる｡

H　末子につがせるO

(イ)がよい｡

(ロ)がよい｡

M　がよい｡

(I)わからないO
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表　:2.1

奄

農 村

男

令 計

男 女 計

計

8.2.1
あなたの家では,誕生日のお祝を,

どんなにおこなっていますか｡

(j)かかさず,おこなっている｡

(ロ)あまり,おこなっていない｡

再　おこなっていない｡

表　蝣:2-2

奄 美 大 良

村

男 女 計 男 女 計 男

令 計

男 女 計

計

あなたのお家では, (子どもの)七

五三のお祝を,どんなに,おこなっ

ていますか｡　　　　･

川　かかさず,おこなっている｡

(ロ)あまり,おこなっていない｡

再　おこなっていない｡

注1･この8.2.2の質問に対する回答は　S43.7に,大島の調査地区にある2小学校を通じて,その

児童の父または母から得られたものである｡

本土の資料は項目8.2.1についてのものである｡

注　2･同一マス内に2偶のかソコがある場合は,下の方のカッコ内の数値は大島郡外の県内出身のもの

をのぞいたものについての%を示すQ
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表8:3

選

択

肢

奄 美 ′大 島
∴本 土

-

男農回 村訂 男市肯 地計 合 計 男回 計男 F 女 N a N N

イ
33

(80.5)
43
(86)

76
(83.5)

〔1〕
23

(78.隻)

〔1〕

〔1〕
32

(79.4)

〔2〕
55

(80.0)

〔1〕
56

(80.9)

(83翫 跳 6チ望)
83
(86)

111
(86)

194
(86)

ロ
4 3 7 5 〔1〕 〔1〕

8 〔1〕 1 8 13 21
(9.8) 2(6) (7.7) g (12.8) 7

(9.1)
6

(7.4)
(9.0) 14

(8.3)
(4.5) (8) (10) (9)

ノ＼
4 4 8 4 3 7

(10.1)
8

(ll.8)

I

7 15 2 6 5 ll
(9.8) (8) (8.8) (14.3) (7.7) (7.9) (9.6) (9.1) (6) (4) (5)

計 41 50 91 〔2〕
29

〔1〕
40

〔3〕
69

〔2〕
70

〔1〕
90

〔3〕
160

22 97 129 226

それでは,なくなった家族の,年忌

や年祭は,どうですか｡

(イ)かかさず,おこなっている｡

(ロ)あまり,おこなっていない｡

巨)おこなっていない｡

表　8:4

選

択

奄 美 大 島
本 土

農 村 市 衝 地 合 計
男回 計肢

男 女 計 男 I 女
計 男 女 N a N N

イ
3 2 3■ 2 6 9 1 2 21 1 2 3 5(3 8 .9) (3 0子吉) 6

( 27 .3 )
18

I( 18 .6 )

3 5 5 3
( 7.9 ) ( 4 5. 1) (2 9 .2 ) (3 4 .6 ) ( 30 .8 ) (3 2 .3 ) (1 8 .8 ) (2 7 .1 ) ( 23 .5)

ロ
8 1 9 2 7 7

( 26 .9 )
1 2

( 30 .8 )
19 1 5 3 1 4 6 4 1 0 1 8 28

(2 1. 1) (3 7.3 ) (3 0 .3 ) (2 9 .2 ) ( 23 . 4) (3 4 .4 ) (2 9 .9 ) ( 18 .2 ) ( 10 .3 ) (14 .0 ) ( 12 .4 )

ノ＼
7 1 6 23 2 ■6 8 9 2 2 3 1 2 1 0 1 8 28

(1 8 .40 (3 1. 4) (2 5 .8 ) (7 .7 ) (15 . 4) ( 12 .3 ) ( 1 4 .1) ( 24 .4 ) (2 0 .1) (9 . 1) ( 10 . 3) (1 4 .0 ) ( 12 .4 )

1 0 2 2 3 2 9( 34 .6 ) 6(15 .4 ) 15(2 3 .1 ) ( 2 9. 冒) 28 4 7 7 2 5 28 53
､- (2 6.3 ) (4 3 .1 ) (3 6 .0 ) ( 31 . 1) (3 0 .5) (3 1 .8 ) ( 25 .8 ) ( 2 1.7 ) (2 3 .5 )

ホ
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6(6 .7 ) 呂)1 (呂)】 0CO )
( 呂 (6 .7 ) 6

(3 . 9 )
0

(0 )
3

(3 .1 )
1

(0 .8 )
■4

a .8 )

へ
1 6

(4 2 .1)

l l(2 1 .6 ) 2 7(3 0 .3 ) ( 30 享喜三 (4謂 (3 6乳 濁 (3 0声喜三 〔3〕
54

( 33 . 1)

9
(4 0 .9 )

50
(5 1 .5 )

6 5
(4 3 .4 )

1 06
(4 6 .9 )

回 答
者 数

3 8 5 1 8 9 〔2〕
28

〔1〕
4 0

〔3〕
68

〔2〕
66

〔1〕
9 1

〔3〕
15 7 2 2 9 7 12 9 22 6

8.4

結婚をきめる条件として,相手の性

格,健康,経済力,教養,容姿のほ

か,右の(イ)から桐のような条件に

ついても考える必要があるでしょう

か｡あなたが,必要と思うものをえ

らんで下さいQいくつでもかまいま

せん｡

(イ)家と家のつりあいを考える｡

(ロ)家柄のよい相手をえらぶ｡

再　出身地域を考える｡

(I)できれば,地理的に近いところのものがよい｡

囲　いとこ,ふたいとこぐらいがよい｡

H　これらのことは,考えなくてよいQ
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後　　　　　記

この調査の実施にあたって多大のご配慮をいただいた方は県教委の大島教育事務所田中九仁丸,

名瀬市教育長窪田義徳,名瀬小学校長南郷光良,笠利町教育長安田宗侃,節田中学校長川野末彦の

諸先生であります｡更に直接に面接者としてご協力をいただいたのは名瀬小学校久原秀雄,福田芳

夫,春山忠雄,西新蔵,原口竜男,久善道,節田小学校西村義則,永吉次夫,植田孝憲,永豪敏,

福島平八,西嘉一の諸先生であります｡ここに記して厚くお礼を申し上げます｡

なお財団法人鹿児島大学援助会から経費の一部を援助していただきました｡厚くお礼を申し上げ

ます｡


